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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
及
び
行
政
機
関
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
共

に
考
え
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
各
事
業
を
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡
協
議
会
も
こ

の
こ
と
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
次
の
と
お
り
組
織
運

営
・
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

〈
主
な
活
動
〉 

○
研
修
事
業 

・
支
部
研
修
の
促
進 

・
社
協
職
員
研
修
シ
ス
テ
ム
の
活
用 

○
広
報
活
動 

・
職
連
協
ニ
ュー
ス
の
発
行 

・
茨
城
県
市
町
村
社
協
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
作
成 

○
支
部
活
動
活
性
化
事
業 

・
支
部
活
動
助
成
事
業
の
実
施 

○
福
利
厚
生
・
互
助
事
業 

・
退
会
者
へ
の
記
念
品
等
の
贈
呈 

○
他
団
体
と
の
連
携 

○
会
務 

○
そ
の
他 

・
第 

 

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
区
町
村
社
協
職
員
合

同
研
究
協
議
会
開
催
に
向
け
た
協
議 

 

 
 
  
 
 

（
平
成
２
５
年
度 

開
催
県
・
茨
城
県
） 

茨
城
職
連
協
県
西
支
部
は
、
会
員
数
２
６
１
名
、 

社

協
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成 

 

年
度
は
３
回

研
修
を
行
い
、
会
員
の
皆
様
の
協
力
が
あ
り
ま
し
て
、
大

盛
況
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第
１
回
研
修
は
、
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
運
営
研
修
会
」
と
題
し
ま
し
て
、
全
日
本
仏
教
青
年
会

救
援
委
員
長
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
曹
洞
宗
高
雲
寺
副
住

職
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

（
支
援
ｐ
）
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
米
澤
智
秀
氏
に
よ
る
講

義
を
頂
き
ま
し
た
。
災
害
時
の
状
況
や
社
協
の
あ
り
方
、

取
り
組
み
の
中
で
の
留
意
点
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
第
２
回
研
修
は
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
【
事

例
検
討
の
基
礎
知
識
と
意
義
】
、
第
３
回
研
修
は
、【
新
会

計
基
準
に
つ
い
て
】
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成 
 

年
度
の
交
流
会
で
は
、
支
部
内
社
協
の
連
携
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

９
月 

 

日
～ 

 

日
、
大
子
温
泉
や
み
ぞ
（
茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
矢
田
５
２
４
の
２
）
を
会
場
に
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
新
任
・
初
級

研
修
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

オ
フ
ィ
ス
マ
ル
チ
ェ
ロ 

田
中 

路
子
氏
、
常
総
市
社
協
事
務
局
長 

滝
本 

栄
氏
、
茨
城
県
社
協 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長 

篠

原
義
典
氏
な
ど
を
講
師
に
迎
え
、
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

研
修
で
は
、
社
協
マ
ン
と
し
て
の
知
識
や
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
・
仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。 

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

《
受
講
資
格
》
・
・
・
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
採
用
さ
れ
て
、
５
年
以
下
の
職
員
で
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方
。 

【
受
講
定
員:  

 

名
】
＊
過
去
に
新
任
職
員
研
修
を
受
講
し
た
方
で
も
参
加
可
能
で
す
。 

 
 

 

 

 
 

稲
北
支
部
は
９
社
協
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
１
２
７
名
の
会
員
登
録
が
あ
り

ま
す
。
平
成 

 

年
度
に
支
部
運
営
委
員
が
一
新
、
利
根
町
社
協
が
中
心
と
な
り

活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

 

年
度
は
、
２
研
修
と
１
親
睦
の
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

研
修
の
第
１
回
目
は
、
茨
城
県
市
町
村
社
協
事
務
局
長
会
稲
北
ブ
ロ
ッ
ク
と

の
共
催
で
、
経
理
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
会
計
基
準
導
入
に
因
み
、
根

本
税
理
事
務
所 

根
本 

明
人
氏
よ
り
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

第
２
回
目
は
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
浅
井
心
理
相
談
室
（
つ
く
ば
市
）
浅
井 

和
幸
氏
を
講
師

に
迎
え
、
う
つ
病
の
方
へ
の
接
し
方
、
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
、
事
例
や
笑
い
を
織
り
交
ぜ
た
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
親
睦
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
各
社
協
が
ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム
名
で
参
加
、
優
勝
目
指
し

白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 

年
度
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
防
災
研
修
（
本
所
防
災
館
見
学
）

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
企
画
と
な
る
よ

う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

 

２４ 

２４ 

２５ 

２４ 

２５ 

５０ 

２６ 

２７ 
３０ 

２２２５５５   

１０ 
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茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡
協
議
会
で
は
、
社
協
活
動
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
提 

言
等
の
ほ
か
、
支
部
活
動
へ
の
支
援
、
会
員
の
資
質
向
上
や
福
利
増
進
、
会
員
間
の
交
流
等
を 

目
的
に
、
種
々
の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 
今
後
も
、
会
員
一
人
ひ
と
り
に
必
要
と
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
た 

い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

○理事会(２回)・代議員会(２回)・第５０回関ブロ実行委員会(４回) 

○研修事業 

 ・日本福祉教育・ボランティア学習学会 第１８回 いばらき大会（参加支援） 

大震災から問い直す「福祉教育・ボランティア学習」のちから  

～かたる・つなぐ・くらし～ 

平成２４年１１月２４日（土）～２５日（日） 

   

 ・第４９回関東ブロック郡市区町村社協合同研究協議会   

平成２４年７月１９日（木）～２０日（金） 

 「その時、社協はどうする！？」 ～社協の真価を問う～ 

   群馬県みなかみ町の水上温泉にて、第４９回関ブロが開催されました。あの  

未曾有の大震災を経験し、私たち社協としての真価が問われました。 

初日に基調説明と６分科会が開催され、２日目には「その時、社協はどうす

る！？」と題してのシンポジウムに始まり、ラストは JPCom 代表 桑原 英文氏に

よる記念講演「災害にも強い地域を目指して」をもって閉幕となりました。 

   

○広報活動 社協職連協にゅ～す第２５号の発行。 平成２４年１１月１日（木） 

○支部活動活性化事業(支部活動助成) 

○福利厚生事業(退会者への記念品贈呈) 

 

 

去
る
平
成 

 

年
７
月 

 

日
（
木
）
～ 

 

日
（
金
）
の
２
日
間
、
第 

 

回
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
区
町
村
社
協
職
員
合
同
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
茨
城

が
誇
る
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
‼
各
都
県
市
区
町
村
社
協
よ
り
、
総
勢
３
０
０
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

初
日
は
基
調
説
明
に
始
ま
り
、
テ
ー
マ
毎
に
分
か
れ
て
の
分
科
会
、
そ
し
て
情
報
交
換

会
へ
と
流
れ
、
普
段
接
す
る
こ
と
の
な
い
他
県
市
区
町
村
社
協
職
員
と
の
交
流
に
、
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
東
京
都
で
初
の
民
間
人
校
長
を
務
め
ら
れ
た
、
藤
原 

和
博
氏
に
よ
る
記

念
講
演
で
「
現
在
は
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
時
代
。

職
員
一
人
一
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
柔
軟
な
対
応
を
」
と
力
説
。 

回
目
と
い
う
節
目
を
飾
る
に
相
応
し
い
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
社
協
職
員
は
、
地
域
住
民
や
学
校
、
行
政
、
他
社
協
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地

域
福
祉
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
本
当
に
充

実
し
た
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
る
も
の
で
す
。
関
ブ
ロ
終
了
時
、
ロ
ビ
ー
に

て
参
加
さ
れ
た
方
々
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
姿
か
ら
充
実
感
と
明
日
へ
の
活
力

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第 
 

回
目
は
、
栃
木
県
が
担
当
と
な
り
ま
す
が
、
茨
城
か
ら
最
高
の
パ
ス
が
出
せ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
今
回
、
担
当
県
が
茨
城
県
と
い
う
記
念
す
べ
き
時
に
、

実
行
委
員
と
し
て
関
わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。 

  

第 
 

号
の
編
集
は 

県
西
・
稲
北
支
部
が
担
当

し
ま
し
た
。 

 

第 
 

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
区
町
村
職
員 

合
同
研
究
協
議
会
を
終
え
て
‼ 

 

▲ 分科会（第１分科会） 

▲ 基調講演 

▲ 情報交換会 

▲ 記念講演 

講師 藤原 和博氏 

５０ 
２５ 

１１ 

１２ 

５０ 

５０ 

５１ 

２６ 


